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上大岡仁正クリニックでは、 毎週土曜日にシャントPTA手術が行われています。
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医療法人社団 厚済会

上大岡仁正クリニック 院長

三橋 洋 先生

1997 年　信州大学　医学部　卒業

2003 年　茅ヶ崎市立病院　腎臓高血圧内科

2008 年　横浜市立大学附属病院　腎臓高血圧内科　助教

2011 年　横浜南共済病院　腎臓高血圧内科　部長

2015 年　厚済会　横浜じんせい病院　副院長

2016 年　厚済会　上大岡仁正クリニック　院長代理

2018 年　厚済会　上大岡仁正クリニック　院長　　　　　　　　

　

当
院
は

「
上
大
岡
駅
」
よ
り
徒
歩
1
分
の
と
こ
ろ
に
あ

る
横
浜
市
内
最
大
規
模
の
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。

透

析
治
療
以
外
で
も
、

内
科
、

循
環
器
内
科
、

消
化
器

内
科
、

腎
臓
内
科
の
一
般
外
来
診
療
や
各
種
健
康
診
断

を
行
い
、

地
域
の
皆
様
の
健
康
を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

当
院
の
特
色
と
し
ま
し
て
は
、
「
検
査
体
制
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
」
や
、
「
様
々
な
種
類
の
透
析
治
療
法
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

合
併
症
の
早
期
発
見

・
早
期
治
療
の
た
め
、
定
期
的
に

各
種
エ
コ
ー
検
査

（
心
臓
、
腹
部
、
頸
動
脈
、
下
肢
動
脈

な
ど
）
や
、
生
理
機
能
検
査

（
心
電
図
や
足
関
節
上
腕

血
圧
比
A
B
I
な
ど
）
、
C
T
、
骨
密
度
検
査
を
行
い
、

必
要
の
あ
る
際
は
横
浜
市
立
大
学
附
属
市
民
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
最
善
の
治
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

血
液
透
析
治
療
に
お
け
る
ブ
ラ
ッ
ド
ア
ク
セ
ス
管
理
も
大

切
で
あ
り
、
S
T
S
（
シ
ャ
ン
ト
ト
ラ
ブ
ル
ス
コ
ア
リ
ン
グ
）
を

用
い
た
日
常
の
管
理
と
、
定
期
的
な
シ
ャ
ン
ト
エ
コ
ー
に
て
、

早
期
に
シ
ャ
ン
ト
不
全
の
治
療
計
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
週
土
曜
日
に
は
、
当
グ
ル
ー
プ
で
透
析
治
療
中
の
患
者

さ
ん
を
対
象
に
、
血
管
外
科
専
門
医
に
よ
る
バ
ル
ー
ン
を

用
い
た

「
シ
ャ
ン
ト
P
T
A
（
経
皮
的
血
管
形
成
術
）
」

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

透
析
療
法
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
①
夜
間
透
析
②
オ
ン

ラ
イ
ン
H
D
F
③
長
時
間
透
析

（
6
時
間
以
上
）
④
在

宅
血
液
透
析

（
自
宅
で
行
う
血
液
透
析
）
⑤
腹
膜
透
析

⑥
腹
膜
透
析
と
血
液
透
析
の
併
用
療
法

（
週
1
回
の
通

院
血
液
透
析
と
腹
膜
透
析
の
併
用
）
が
可
能
で
す
。

在
宅
血
液
透
析
に
つ
い
て
は
、

全
国
的
に
も
導
入
で
き

る
施
設
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

当
院
で
は
可
能
な
限

り
導
入
と
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

導
入
に
は
条
件
も

あ
り
ま
す
が
、

興
味
の
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

患者さんの人生観や生き方を尊重し

元気な生活を送っていただくことが使命です

上
大
岡
仁
正
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
特
色

地
域
と
し
て
の
役
割
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上大岡仁正クリニックでは、 新型コロナウイルス対応の

空気清浄機 「エアロシステム 35M」 を設置しています。

同
じ
年
齢
、
同
じ
疾
患
を
持
つ
患
者
さ
ん
で

あ
っ
て
も
、
ど
の
治
療
方
法
が
最
善
か
は
、
日
々

の
生
活
の
様
子
や
生
き
が
い
、
人
生
観
な
ど
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
も
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
患

者
さ
ん

（
又
は
、
ご
家
族
）
の
不
安
や
状
態
変

化
を
い
ち
早
く
把
握
で
き
る
よ
う
な
診
察
を
行

い
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
身
体
的
・
社
会
的
に
合
っ

た
治
療
方
法
に
随
時
変
更
し
、
生
き
が
い
の
あ

る
、
元
気
な
生
活
を
過
ご
し
て
頂
け
る
よ
う
に
、

心
が
け
て
い
ま
す
。
身
体
的
な
こ
と
だ
け
で
な

く
、
社
会
的
に
も
不
安
や
疑
問
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
ス
タ
ッ
フ
又
は
主
治
医
へ
、
是
非
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
題
な
い
時
で
も
、
患
者
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
と

も
に
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
手
指
消
毒
の
徹
底

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

私
は
厚
済
会
で
働
く
以
前
、
入
院
が
必
要

と
な
っ
た
患
者
さ
ん
を
診
る
よ
う
な

「
急
性
期

病
院
」
を
主
に
、
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
病
状
の
改
善
が
大
目
的
で
あ
り
、
身

体
状
態
を
良
く
し
、
退
院
を
目
指
す
こ
と
が

医
療
者
の
使
命
で
す
。
当
院
の
よ
う
な
透
析

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
、
身
体
的
な
管
理
は
大
切
な

使
命
で
す
が
、
患
者
さ
ん
の
人
生
観
や
生
き

方
を
尊
重
し
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
し
て

も
ら
う
こ
と
が
、
医
療
者
と
し
て
の
重
要
な
使

命
で
も
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
自
身
で
生
活

方
法
を
含
め
た
治
療
を
判
断
す
る
こ
と
は
、

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
医

師
、
看
護
師
、
看
護
助
手
、
臨
床
工
学
技
士
、

検
査
技
師
、
管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
、
医

療
事
務
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
連
携
協
力
し
、
患

者
さ
ん
ご
自
身
と
ご
家
族
を
含
め
た

「
チ
ー
ム

で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
」
を
整
え
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
繰
り
返
し
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
が
、

発
熱
な
ど
の
症
状
を
認
め
た
患
者
さ
ん
は
、

透
析
ベ
ッ
ド
の
移
動

・
時
間
帯
の
変
更
を
お

願
い
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
の
、

空
間
的

・

時
間
的
隔
離
で
あ
り
、

と
て
も
重
要
な
対

策
で
す
。

ご
理
解

・
ご
協
力
の
ほ
ど
、

宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

厚
済
会
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
、

ス
タ
ッ
フ
の

マ
ス
ク
着
用
、

施
設
内
の
清
掃
、

消
毒
、

換

気
の
徹
底
な
ど
、

感
染
対
策
を
よ
り
一
層

強
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
院
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
で
す

が
、
感
染
第
１
波
前
よ
り
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
、

体
温
測
定
、
更
衣
室
と
待
合
室
の
使
用
中
止
、

食
事
提
供
の
停
止
、
施
設
内
の
頻
回
消
毒
や

換
気
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
幸
い
に
も
現
在

ま
で
、
当
グ
ル
ー
プ
に
て
患
者
さ
ん
の
感
染
は

認
め
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、

今
後
の
感
染
状
況
は
予
想
が
つ
き

ま
せ
ん
。

外
部
に
て
感
染
し
た
患
者
さ
ん
が

発
生
し
て
し
ま
う
事
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

院
内
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

発
熱
な
ど
体

調
不
良
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

来
院
前
に
お
電

話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

状
態
に
応
じ
て

透
析
ベ
ッ
ド
の
移
動
や
、

時
間
の
変
更
を
お

願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
体
調

管
理
を
し
っ
か
り
行
い
、

状
態
を
報
告
し
て

頂
く
こ
と
が
、

皆
さ
ん
を
感
染
か
ら
守
る
最

も
大
切
な
手
段
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

無
症
状
の
時
期

に
も
唾
液
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
点
が
特
徴

で
す
。

こ
の
た
め
、

近
距
離
で
の
会
話
に
よ

る
感
染
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
調
に

患
者
さ
ん
と
接
す
る
際

大
事
に
し
て
い
る
こ
と

今
後
の
目
標

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
つ
い
て
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オンラインHDFって
何がすごいの？

Special article

特集
厚済会でも取り入れている透析療法 「オンライン HDF」 ですが、

血液透析 （HD） や血液濾過 （HF） と、 どのような違いがあるか、 ご存じですか？

今回は、 透析のスペシャリストである 「臨床工学技士」 の渡邉さんにお聞きしました。

　

血
液
透
析
濾
過

（
以
下
H
D
F
）
は
、
通
常
の
血
液
透

析

（
以
下
H
D
）
と
血
液
濾
過

（
以
下
H
F
）
の
特
徴
を

併
せ
も
っ
た
治
療
方
法
と
な
り
ま
す
。
血
液
透
析
に
は
、

主
に
H
D

・
H
F

・
H
D
F
の
3
種
類
の
治
療
方
法
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
初
め
に
、
H
D
に
つ
い
て
ご
説
明
致
し
ま
す
。

H
D
は
一
般
的
な
血
液
透
析
療
法
で
、
人
工
腎
臓

（
ダ
イ

ア
ラ
イ
ザ
ー
）
内
で
透
析
膜

（
半
透
膜
）
を
介
し
て
血
液
と

透
析
液
が
触
れ
合
う
こ
と
で
、
「
拡
散
」
と
呼
ば
れ
る
現
象

が
起
こ
る
こ
と
を
利
用
し
た
、
治
療
方
法
に
な
り
ま
す
。

拡
散
と
は
、
濃
度
が
高
い
も
の
と
低
い
も
の
が
隣
り
合
っ
た

際
、
濃
度
を
均
一
に
し
よ
う
と
、
濃
度
の
高
い
方
か
ら
濃

度
の
低
い
方
へ
、
物
質
が
移
動
す
る
現
象
の
こ
と
で
す
。
つ

ま
り
、
腎
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
尿
毒
素
が
溜
ま
っ
て
い
る

血
液
中
よ
り
、
透
析
液
に
向
か
っ
て
尿
毒
素
が
移
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、
血
液
中
の
尿
毒
素
を
除
去
し
て
い
る
の
が
H
D

で
す
。
H
D
で
は
、
尿
毒
素
以
外
に
も
リ
ン
や
カ
リ
ウ
ム
な

ど
の
電
解
質
や
、
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
症
の
原
因
物
質
と
さ
れ

る
β
2-

ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
（
以
下
β
2-

M
G
）
等
、
様
々

な
物
質
を
拡
散
に
よ
っ
て
除
去
し
ま
す
。
逆
に
、
腎
機
能
の

低
下
に
よ
り
血
中
濃
度
が
低
下
し
て
し
ま
う
、
カ
ル
シ
ウ
ム

や
重
炭
酸
イ
オ
ン
が
、
拡
散
に
よ
り
透
析
液
か
ら
血
液
中

に
補
填
さ
れ
ま
す
。

　

拡
散
現
象
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
①

物
質
の
濃
度
差
が
高
い
ほ
ど
起
こ
り
や
す
い
。
②
物
質
の
大

き
さ
が
小
さ
い
ほ
ど
、
起
こ
り
や
す
い
。
つ
ま
り
、
左
図

の
よ
う
に
、
分
子
量
の
大
き
さ
に
よ
り

「
除
去
の
し
や
す

さ
」
が
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
電
解
質
や
尿
毒
素
等
、

分
子
量
の
小
さ
い
物
質

（
以
下
小
分
子
量
物
質
）
は
、
ダ

イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
で
高
効
率
に
除
去
で

き
ま
す
が
、
β
2-

M
G
な
ど
、
分
子
量
の
比
較
的
大
き
な

物
質

（
以
下
中
分
子
量
物
質
）
は
、
拡
散
速
度
が
遅
く
、

H
D
に
て
多
く
除
去
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。※

分
子
量
と
は
1
分
子
当
た
り
の
元
素
の
原
子
量
の
合
計
の

こ
と
で
、
「
物
質
の
大
き
さ
」
を
表
す
数
値
に
な
り
ま
す
。

次
は

H
F
に
つ
い
て
で
す
。
H
F
は
、
透
析
膜
（
半
透
膜
）

の
外
側
か
ら
血
液
側
に
陰
圧
を
か
け
る
こ
と
で
、

血
液
中

の
様
々
な
物
質
を
水
分
と
一
緒
に
ま
と
め
て
除
去
す
る

医療法人社団 厚済会

臨床工学課 課長

さん渡邉 文雅

H
D
F
・
H
D

・
H
F

の
違
い

？

分子量の分布図

（ ）は分子量

小分子量物質 中分子量物質 大分子量物質

●尿素（60） ●尿酸（168）

●IgM（950,000）
●IgA（160,000）
●IgG（160,000）

●クレアチニン
（113）

●アルブミン（66,000）

●β2- ミクログロブリン（11,800）

●α1- ミクログロブリン
（33,000）

●ビタミン B12（1355）
●各種アミノ酸（75 ～ 204）

●カルシウム（40）
●カリウム（39）

●リン（31）
●マグネシウム（24）
●ナトリウム（23）

オンラインHDF による除去が
期待される範囲
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「
限
外
濾
過
」
と
呼
ば
れ
る
原
理
を
利
用
し
た

治
療
方
法
に
な
り
ま
す
。
こ
の
治
療
法
で
は
、

除
去
し
た
水
分
量
と
同
量
の
透
析
液
が
、
血

液
内
に
補
填
さ
れ
ま
す
。
拡
散
と
は
違
い
、

物
質
の
大
き
さ
や
移
動
速
度
を
問
わ
ず
、
透

析
膜

（
半
透
膜
）
を
通
過
で
き
る
全
て
の
物

質
を
、
均
等
に
除
去
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
H
F
で
は
、
H
D
で
は
除
去
が
難

し
い

「
中
分
子
量
物
質
」
も
除
去
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
逆
に
「
小
分
子
量
物
質
」

は
、
拡
散
に
比
べ
る
と
除
去
効
率
が
、
非
常

に
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
H

D

・
H
F
に
は
、
除
去
す
る
対
象
物
質
に
よ
っ
て

得
意

・
不
得
意
が
あ
り
ま
す
。
最
後
に
ご
説

明
す
る
H
D
F
は
、
H
D
に
H
F
を
プ
ラ
ス

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
不
得
意
部

分
を
補
い
合
っ
た

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
透
析
治

療
」
に
な
り
ま
す
。

　
　
　H

D
F
は
、
小
分
子
量
物
質
に
は
拡
散
、
中

分
子
量
物
質
で
は
限
外
濾
過
に
よ
り
、
H
D
と

H
F
を
合
わ
せ
た
除
去
率
が
得
ら
れ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド

症
の
予
防
や
、
掻
痒
感

・
イ
ラ
イ
ラ
の
軽
減
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
部
デ
メ
リ
ッ
ト
が
存
在
し
ま
す
。
限
外
濾

過
の
特
性
上
、
透
析
膜

（
半
透
膜
）
を
通
過

す
る
全
て
の
物
質
を
除
去
し
て
し
ま
う
為
、

体
に
と
っ
て
必
要
な
物
質
も
除
去
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
中
で
も
ア
ル
ブ
ミ
ン
は
、

血
液
中
の
浸
透
圧
を
保
つ
重
要
な
役
割
を
し

て
お
り
、

血
液
中
の
ア
ル
ブ
ミ
ン
量
が
低
下
す

る
と
、
血
圧
が
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
栄
養
状
態
が
良
く
、

ア
ル
ブ
ミ
ン
量
が
多
い
方
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん

が
、
栄
養
状
態
が
あ
ま
り
良
く
な
く
、
血
液

中
の
ア
ル
ブ
ミ
ン
量
が
低
い
方
は
、
注
意
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
透
析
治
療
に
は
、

透
析
の

種
類
以
外
に
も
血
流
量
、

人
工
腎
臓

（
ダ

イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
、

ヘ
モ
ダ
イ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
）

の
種
類
や
大
き
さ
、

限
外
濾
過
の
置
換
量
な

ど
、
様
々
な
条
件
が
あ
り
ま
す
。
厚
済
会
で
は
、

主
治
医
が
患
者
さ
ん
一
人
一
人
の
血
液
デ
ー
タ

や
状
態
を
見
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
に
適
し
た

治
療
方
法
や
、

透
析
条
件
を
選
択
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

「
オ

ン
ラ
イ
ン
H
D
F
」
は
、
高
度
な
透
析
液
の

清
浄
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
臨
床
工
学
課
で

は
、
水
質
検
査
や
適
切
な
洗
浄
作
業
、
様
々

な
透
析
関
連
装
置
の
管
理
な
ど
、
患
者
さ
ん

が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整

え
て
お
り
ま
す
。

※

厚
済
会
で
は
、
年
に
２
回

（
４
月
、

１０
月
）

臨
床
工
学
課
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
技
士
通
信
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
厚
済
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
、
過
去
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
ご
覧
頂
け
ま

す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

H
D
F
は
メ
リ
ッ
ト
が
多
く
、
他
の
血
液
透

析
方
法
よ
り
優
れ
て
お
り
、
「
万
能
な
の
で
は

な
い
か
」
、
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
H
D
F
に
も

臨床工学技士通信

バックナンバー

H
D
F
の
デ
メ
リ
ッ
ト

H
D
F
の
メ
リ
ッ
ト

200

100

10
0 2 3 4 510 10 10分子量

クリアランス（mL/ 分）

除去する物質の分子の大きさ小さい 大きい

除
去
す
る
能
力

高
い

低
い

HDF

HD

HF

HDと HF の特性を併せ持つ

腎臓よりは劣るが
特性は腎臓に似ている

小分子は効率よく除去できるが
中～大分子の除去は苦手

HD・HF・HDF の除去特性

血液ポンプ

透析液補充液

オンラインHDF の流れ

透析液

補液ポンプ

ヘ
モ
ダ
イ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー

患
者
監
視
装
置

P

P

＜血液側＞

電解質

限外濾過（水の移動）

老廃物 血球成分

＜透析液側＞

陰圧

＜血液側＞＜透析液側＞
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避難時の

持ち物について

緊急透析カード以外に

重要な持ち物

以下のものは常に持ち歩いている

と安心です。

・ 保険証

・ 身体障害者手帳のコピー

・ 特定疾病療養証のコピー

・ お薬手帳のコピー

・ 3 日分程度の処方薬

卍

卍

追浜公園

DOCK OF BAYSTARS
YOKOSUKA

夏島貝塚通り

神奈川日産 追浜店
日産販売店

日産自動車
追浜工場体育館

日産自動車
追浜工場

ファミリーマート
横須賀追浜店
コンビニエンスストア

正禅寺

独園寺

深浦神社

横須賀スタジアム

追浜仁正クリニックから横須賀スタジアムまでは、 徒歩で約15 分、 およそ 1.2km の道

のりです。 追浜公園の敷地内にあり、 横浜 DeNA ベイスターズの 2 軍練習場にもなっ

ていますので、 ご存じの方も多いのではないでしょうか。

平坦な道のりではありますが、 歩き慣れていない方にとっては長く感じられるかもしれま

せん。 この機会に道順をご確認いただけると、 幸いです。

こちらの避難場所は、 火災などの場合の

避難場所になります。 海沿いにあります

ので、 津波が想定される場合は、 クリニッ

クに待機する形となります。

来るべき災害に備える

あなたは慌てずに行動できますか？

第 5 回  追浜仁正クリニック

追浜仁正クリニックの避難場所は、

横須賀スタジアムです。
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緊急透析カードは常に携帯しておきましょう。

　避難所に到着したら、 まず避難所の方に自分が透析治療中であることを伝えましょ

う。 医療機関や行政などから配布される 「緊急透析カード」 を見せてください。 こ

のカードは、 ほかの透析医療機関や避難所などで透析を受ける場合に、 非常に重

要となるため、 財布などに入れて常に携帯しましょう。

厚済会では、 定期的に職員に対する様々な災害訓練を行っています。 右の写真では、 災害停電を想定し

た 「生理食塩水返血」 の訓練を行っています。 厚済会の非常電源 ・ 貯水槽等の備えについては、

以下のようになっております。

①透析装置そのものに 「緊急返血用の非常用バッテリー」 を搭載していますが、 院内に非常電源は持ち合わ

　 せておりません。 何故なら、 血液透析治療には多くの電力を必要とするため、 非常電源を使用しての治療　

継続は、 難しいのが実情です。

②貯水槽は当院にご用意がございます。 一時的な断水に対する対応は十分にできますが、 長時間断水してし

　 まうと継続が難しくなりますので、 別の医療施設にて治療を行っていただきます。 厚済会は近隣の病院 （横浜市大病院、 聖隷横浜病院、 横浜

　 南共済病院など） との連携体制が整っておりますので、 ご安心ください。

ライフラインがストップした場合

文

文

文

文

文

文

〒

P

〒

雷神社

追浜西庵葬斎場

追浜幼稚園

湘南病院

東急ストア 追浜店

追浜郵便局

京浜急行
追浜駅

セブンイレブン
横須賀追浜町店

ローソン LTF 追浜東町店

鷹取川

横須賀本浦郵便局

横須賀市立夏島小学校

ローソン横須賀浦郷店

ローソン追浜店

白鳩幼稚園

横須賀市北図書館

ファミリーマート
追浜本町店

横須賀市立
追浜保育園

追浜本町 1丁目第 2公園

六浦瀬ケ崎公園

横浜南共済病院

クリエイト横須賀追浜本町店関東学院大学
スチューデントハウス

横須賀市追浜中学校

追浜仁正クリニック

DOCK OF BAYSTARS
YOKOSUKA

神奈川県立追浜高等学校

横須賀市 追浜
行政センター

日産自動車
追浜西ドミトリー

浦郷 3丁目公園

深浦神社

臨海セミナー
追浜校

横須賀スタジアム

夏島貝塚
通り

横須賀街道

コスモ追浜 SS

鷹取川
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私
が
看
護
師
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

人
の

役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
志
を
持
っ
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、

高
校
生
時
代

「
大
学

を
卒
業
し
て
も
、

自
分
の
好
き
な
進
路
に
進

め
る
ど
こ
ろ
か
、

就
職
す
ら
出
来
な
い
か
も
」

と
、

進
路
指
導
の
先
生
に
言
わ
れ
、

「
看
護

師
は
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
ぞ
」
と
、

看

護
学
校
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。

大
変
そ
う
だ
け
ど

「
人
と
関
わ
る
仕
事
も
面

白
そ
う
だ
」
と
思
い
、

看
護
師
を
目
指
す
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

　

病
院
へ
は
、
で
き
れ
ば
行
き
た
く
な
い
と
い

う
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
も
治
療
に

は
、

不
安
や
苦
痛
が
伴
う
こ
と
が
多
く
、

あ

ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、

患
者
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
不
安
を
少

し
で
も
和
ら
げ
ら
れ
る
よ
う
、

笑
顔
を
絶
や

さ
ず

「
患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
事
に
す
る
看
護
師
で
あ
り
た
い
」
と
、
思
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ

た
看
護
が
で
き
る
よ
う
、

日
々
努
力
し
て
い

ま
す
。

　

日
々
看
護
を
し
て
い
く
中
で
、

患
者
さ
ん

か
ら

『
あ
り
が
と
う
』
『
あ
な
た
が
い
て
く
れ

て
よ
か
っ
た
』
『
元
気
に
な
っ
た
』
と
い
う
言

葉
を
か
け
て
頂
い
た
時
に
は
、

患
者
さ
ん
に

喜
ん
で
欲
し
い
、

も
っ
と
患
者
さ
ん
の
看
護
が

し
た
い
と
、

感
じ
ま
す
。

『
あ
り
が
と
う
』
の

言
葉
は
、

看
護
師
と
し
て
く
う
れ
し
い
言
葉

で
す
し
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
。

2
0
2
1
年
の
1
月
で
、

師
長
に
な
っ
て

1
年
が
経
ち
ま
す
。

こ
の
1
年
、

必
死
に
毎

日
の
業
務
を
行
う
だ
け
で
、

精
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。

頼
り
な
い
と
こ
ろ
も
多
く
、

患
者
さ
ん

を
は
じ
め
、

ス
タ
ッ
フ
に
も
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、

患
者
さ
ん
が

「
ス
タ
ッ
フ
の
方
に

こ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
も
い
い
の
か
な
？
」
と

い
う
事
も
、

気
軽
に
話
せ
る
環
境
づ
く
り
を

行
い
、

「
こ
こ
に
来
る
と
ホ
ッ
と
す
る
」
と
言

わ
れ
る
、

居
心
地
の
良
い
透
析
室
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、

ス
タ
ッ
フ
一
人
一
人

が
発
言
し
や
す
い
職
場
環
境
と
な
る
よ
う
、

整
備
を
行
い
、

看
護
に
や
り
が
い
を
持
て
る

よ
う
な
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
上
大
岡
チ
ー
ム
は

「
O
N
E

チ
ー
ム
」
で
、

患
者
さ
ん
の
目
線
で
考
え
る

看
護
を
提
供
し
ま
す
。

医療法人社団 厚済会

上大岡仁正クリニック 看護師長

さん南 多重子

上
大
岡
チ
ー
ム
は

O
N
E
チ
ー
ム
で

患
者
さ
ん
目
線
で
考
え
ら
れ
る
看
護
を
提
供
し
ま
す

看
護
師
に
な
っ
た
き
っ
か
け

今
後
の
目
標

患
者
さ
ん
と
接
す
る
際

大
事
に
し
て
い
る
こ
と

看
護
師
を
し
て
い
て

嬉
し
か
っ
た
こ
と

��������I
St�� In�������
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看
護
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
、

両
親
の
存

在
で
し
た
。

幼
少
期
に
父
が
病
気
で
亡
く
な

り
、

母
も
病
気
が
ち
だ
っ
た
為
、

医
療
の
場

は
幼
い
頃
か
ら
身
近
な
存
在
で
し
た
。

自
身

の
将
来
を
考
え
始
め
た
と
き
に
、

母
が
ガ
ン

を
患
っ
た
際
、

お
世
話
に
な
っ
た
看
護
師
さ
ん

の
勧
め
や
、

父
に
何
も
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ

た
と
い
う
後
悔
が
あ
っ
た
事
か
ら
、

看
護
師

を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
母
も

昨
年
亡
く
な
り
、

最
期
の
お
世
話

（
エ
ン
ゼ
ル

ケ
ア
）
を
自
身
で
行
え
た
こ
と
は
、

看
護
師

に
し
て
く
れ
た
母
へ
の
恩
返
し
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
一
人
一
人
の
思
い
や
、

大
切
に

し
て
い
る
こ
と
を
尊
重
し
、

寄
り
添
う
こ
と

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

透
析
看
護
に
携
わ
り

20
年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
間
、
透
析

治
療
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
の
平
均
年
齢

が
高
く
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

患
者
さ

ん
の
生
活
背
景
も
、

多
様
化
し
て
き
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
方
、

ご
家

族
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
、

お
仕
事
を
さ

れ
て
い
る
方
、

お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
家
族

を
支

え
て
い
る
方
、

本

当

に
様

々
で
す
。

透
析
室
の
中
に
は
、

こ
の
よ
う
に
多
様
な
生

活
背
景
を
お
持
ち
の
方
が
、

毎
日
頑
張
っ
て

透
析
治
療
に
通
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
患

者
さ
ん
の
生
活
背
景
を
把
握
し
た
う
え
で
、

前
向
き
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

お
手
伝

い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
担
当
し
て
い
た
ご
高
齢
の
患
者
さ
ん

が
、

合
併
症
な
ど
で
通
院
困
難
と
な
り
、

入

院

が
必

要

な

状

況

に
な

っ
て
し
ま
っ
た

際
、

こ
れ
ま
で
患
者
さ
ん
が
大
切
に
し
て
き

た

「
生
き
が
い
」
に
反
す
る
こ
と
か
ら
、

入

院
は
望
ま
ず
、

「
最
期
ま
で
家
族
と
一
緒

に
、

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
き
た
い
」
と
望

ま
れ
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
は
私
に
、

若
い
時
の
お
仕
事
、

ご
家
族
の
事
、
透
析
治
療
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、

生
活
の
中
で
大
切
に
し
て
い
る
思
い
な
ど
、

様
々
な
こ
と
を
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
患
者
さ
ん
の

「
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
」

と
い
う
思
い
を
大
切
に
し
た
姿
に
、

医
療
者

の
思
う
良
い
治
療
環
境
が
、

必
ず
し
も
そ
の

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
環
境
で
は
な
い
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、

住
み
慣
れ
た
環
境

下
で
の
透
析
治
療
や
、

家
族
と
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
、
痛
感
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
一
人
一
人
が
、

安
心
し
て
通
っ
て

い
た
だ
け
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
目
指
し
ま
す
。

そ

の
た
め
に
、

院
長
を
は
じ
め
、

様
々
な
職
種

の
ス
タ
ッ
フ
が
専
門
性
を
発
揮
し
、

患
者
さ
ん

を
チ
ー
ム
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
よ
り
、

ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す

が
、

皆
さ
ま
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

医療法人社団 厚済会

追浜仁正クリニック 看護師長

さん渡邉 きみ子

看
護
師
に
な
っ
た
き
っ
か
け

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
尊
重
し

前
向
き
な
生
活
を
送
れ
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す

患
者
さ
ん
と
の

忘
れ
ら
れ
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

今
後
の
目
標

患
者
さ
ん
と
接
す
る
際

大
事
に
し
て
い
る
こ
と



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
正

月
を
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
今
回
は
、
過
去

の
カ
ー
ド
の
中
か
ら
、
「
も
ら
っ
て
嬉
し
か
っ
た
」
カ
ー

ド
を
抜
粋
し
、
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に

ご
覧
い
た
だ
き
、
温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
て
頂
け
た
ら

幸
い
で
す
。
本
年
も

「
あ
り
が
と
う
カ
ー
ド
委
員
会
」

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

厚済会

ありがとうカード委員会

ありがとうカード委員会代表

上大岡仁正クリニック

臨床工学技士

斎藤 浩太郎さん

　

医
療
機
関
、
特
に
慢
性
疾
患
の
患
者
さ
ん
を
抱
え
る
医
療
機
関
に
と
っ
て
、

患
者
さ
ん
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
機
関
と
し
て

「
そ
こ
に
存
在
し
続
け
る
こ

と
」
が
一
番
の
社
会
的
責
任
で
す
。
医
療
業
も
日
本
の
医
療
費
圧
迫
や
価
値

観
の
多
様
化
の
中
、
経
営
努
力
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
昨
今
で
す
。

　

当
法
人
は
、
仁
愛
知
技
の
理
念
を
掲
げ
、
「
あ
た
た
か
く
誠
実
な
医
療
で

患
者
さ
ん
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
も
幸
せ
に
な
る
こ
と
」

を
目
標
に
し
て
お
り
ま
す
。
個
々
の
医
療
技
術
の
向
上
は
尊
大
な
態
度
や
個

人
プ
レ
ー
、
自
己
満
足
に
繋
が
る
危
険
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

自
分
達
が
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
、
何
を
目
標
に
し
て
い
る
の
か
、
何
を
求
め

ら
れ
て
い
る
の
か
を

「
足
並
み
を
揃
え
て
考
え
続
け
る
こ
と
」
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
認
証
は
、
自
分
達
の
あ
る
べ
き
姿
を
職
員
一
同
一
緒
に
考
え
、
明
確

に
し
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。
患
者
さ
ん
に
心
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
医
療
機

関
に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

キ
モ
チ
を

に
。

カ
タ
チ

9

厚済会は 公益財団法人 日本生産性本部 経営品質協議会より

「経営デザイン認証 ・ ランクアップ認証」 を頂きました
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厚済会 管理栄養士推薦

●ごはん　　　　　　   150g

●豚ロース薄切り　　　 80g

●ごま油   　　　　　　　 4g （小さじ 1）

●ゆで卵　　 　　　　 25g （1/2 ケ）

●小松菜　　  　　　　 20g

Step①

Step②

Step③

材料 （1人分）

作り方

●酒　　 　　 　　　　5g （小さじ 1）

●砂糖　 　　　　　　 4.5g （大さじ 1/2）

●減塩醤油　　 　　 9g （大さじ 1/2）

●オイスターソース 6g （小さじ 1）

●おろし生姜　　　   1g （小さじ 1/5）

●おろしにんにく　   1g （小さじ 1/5）

●水　　　　　　　 　　 50cc （1/4 カップ）

栄養価

●エネルギー　576kcal

●蛋白質　　   23.8g

●カリウム　　397mg

●リン　　　　273mg

●塩分　　　　1.6g

●水分　　　　242cc

小松菜は茹でて、 3 ㎝の長さに切る。

フライパンにごま油を熱し、 長さを半分に切って

くるくる巻いた豚肉を入れて炒める。

ゆでたまご１ヶと★タレを加え、 煮汁が少し残るまで煮る。

ごはんをよそい、 小松菜 ・ ゆでたまご 1/2 ヶ ・ 豚肉を

盛りつける。

買い揃えやすい材料を使ってアレンジした、 食べたい時に

すぐ作れる台湾の屋台メニューです。

肉をとんかつ用にして 1 ㎝幅に切って使うと、 より雰囲気が

出せます。 お好みや噛む力に応じて選び、 試してみてくだ

さい。

のおすすめレシピ

A B C D E F G

最終頁クロスワードの答え

雷神社 （追浜）

イ カ ヅ チ ジ ン ジ ャ

魯肉飯 （ルーローハン）

★タレ

H

A

B

C

D

E

F

GH
かみなり神社とも言う。

神奈川県横須賀市追浜にある神

社である。 祭神は火雷命。 境内

には樹齢 400 年を超えると言われ

ているご神木の銀杏がある。

文庫じんクリニック

管理栄養士

中山 佐知江さん
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こ
う
さ
い

1. 御陵または貴人の墓の上に、 仮に覆いとして設けた建物。

3. 国家 ・ 社会を構成する人々。 人民。 国民。

5. 実際にあったこと。 うそではないという気持ちを表す言葉。

7. 「古都京都の文化財」 として世界遺産に登録されている西芳寺の

別名。 「○○寺」

9.[ 駅名 ] 踊場駅 ← ○○○駅 → 立場駅 （ブルーライン）

11.[ 駅名 ] 東逗子駅 ← ○○○駅 → 横須賀駅 （JR 横須賀線）

13. 手で持てるくらいの岩の小さいもの。

15.[ 駅名 ] 鎌倉駅 ← ○○駅 → 東逗子駅 （JR 横須賀線）

17.[ 観光名所 ] 川崎大師平間寺に隣接する公園で、 野球場、 テニ

スコート、プール、芝生広場などがある。 ○○○公園 ( 川崎市川崎区 )

19.[ 観光名所 ] 軟式野球場やじゃぶじゃぶ池広場、 大型滑り台があ

る複合遊具などの公園施設。 ○○公園 ( 川崎市川崎区 )

20. 映像を記録すること。 また、 記録した映像。

21. 都市に集中している住民 ・ 物資 ・ 工場などを地方に分散すること。

23. 蚊を防ぐために、 つり下げてまわりをおおう、 目の細かい網。

24. 囲み。 骨組み。 物の周りを取り囲む線。

26.[ 駅名 ] 海老名駅 ← ○○○駅 → 相武台下駅 （JR 相模線）

28. 訪ねて励まし慰めること。 また、 そのために物を贈ること。

30.[ 観光名所 ] 赤い幟旗に彩られた数十の鳥居をくぐり、 階段を登り

つめると社殿がある。 ○○○稲荷神社 ( 鎌倉市 )

31. 冬将軍はシベリア方面から日本へ移動。

32. 性質がちがっていること。

34. 耕作する田のこと。 正作 ( しょうさく ) 田とも。

35. ちょうど、 この時。

36. 次の苗字を何と読むか。 「土城」　特に多い都道府県 （神奈川）

2. 次の苗字を何と読むか。 「箭子」　特に多い都道府県 （神奈川）

4. 見て習うこと。 実地に練習すること。 また、 練習する人。

5. 歴史のうえで、 一定の基準によって区切った、 かなり長い年月。

6. 地球の周りを約一ヶ月で回っている衛星。

5. チューインガムの略。

8. 各数字の並びの位置。 また、 並びの個数を数える単位。

10. 一定の地域の状態を縮尺して平面に描いた図。

12.[ 観光名所 ] イギリス人Ｈ．Ｃ． ピゴットと結婚した日本人妻桜井ミ

ツが、 震災後にこの地を取得して貸家として建てた建物。 ○○○○

邸 ( 横浜市中区 )

14.[ 駅名 ] 逸見駅 ← ○○○○駅 → 横須賀中央駅 （京急本線）

16.[ 観光名所 ] 鎌倉時代、 源頼朝の御家人として活躍した渋谷重国

の居城跡と伝えられ、 県内でも遺存状態の良好な数少ない城跡の 1

つ。 ○○○○公園 ( 綾瀬市 )

18. 葉は梅干の着色に使われる、 大変香りのいい一年草。

22. お金の出入りを計算 ・ 記録すること。

23. 紙で作った筒状の容器。

25. 次の苗字を何と読むか。 「草飼」　特に多い都道府県 （神奈川）

27. 物事に熱中してやめられなくなること。

29.[ 観光名所 ] 春は桜 ・ 夏は緑陰。 ○○○公園 ( 川崎市多摩区 )

33. 使いみち。 「○○不明金」

A B C D E F G

解答欄

よこのカギ たてのカギ

できたかな？

答えは 10 ページ

にあるよ。

A

EH G

F

B

C

D

H

クロスワードパズル


